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●
三
松
正
夫
記
念
館
メ
モ

☆
入
館
料

大
人
三
百
円
、

小
中
学
生
二
百
五
十
円

（
団
体
割
引
あ
り
）

☆
開
館
時
間

８
時
〜

時

☆
休
館
日

４
〜

月
・
２

月
は
無
休
、
１
月
・
３
月

は
不
定
休

☆
☎

０
１
４
２
・
７
５
・

２
３
６
５
（
℻
兼
用
）

夜
７
５
・
２
８
５
２

☆
ア
ク
セ
ス

月

日
ま

で
道
南
バ
ス
の
洞
爺
駅
前

↓
洞
爺
湖
温
泉
（
乗
り
換

え
）
↓
昭
和
新
山
の
便
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
洞

爺
営
業
所
（
☎
０
１
４
２

・
７
５
・
２
３
５
１
）
に

三
松
正
夫
記
念
館
の
正
面
。

屋
外
展
示
物
は
昭
和
新
山
!

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

今
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
余
韻
が
残
る
壮そ

う

瞥べ
つ

町
ち
ょ
う

と
洞
爺
湖
町
に
ま
た
が
る
有
珠
山

の
峰
々
、特
に
昭
和
新
山
に
つ
い
て
今
回
は
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
昭
和
新
山
を
昭
和
天
皇
は
昭
和
二
十
九
（
一

九
五
四
）
年
八
月
、
洞
爺
湖
湖
畔
か
ら
望
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
米
国
の
施
政
権
下
に
あ
っ
た
沖
縄
を
除
く
最

後
の「
戦
後
の
地
方
巡
幸
」の
途
次
で
し
た
が
、
七
日
に
青
函
連
絡
船
の
洞
爺
丸
で
津
軽
海
峡
を
渡
海
さ
れ
て
か
ら
、

稚
内
方
面
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
道
を
回
ら
れ
、
札
幌
で
は
第
九
回
国
民
体
育
大
会
に
ご
臨
席
、
二
十
三
日
に
千
歳
か
ら

初
め
て
飛
行
機
に
ご
搭
乗
に
な
っ
て
帰
京
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
カ
月
後
の
九
月
二
十
六
日
に
洞
爺
丸
が
台
風

で
遭
難
、
一
千
人
以
上
の
人
が
亡
く
な
り
、
陛
下
は
悲
し
み
の
御
製
を
二
首
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
来
月
は
黄
葉
紅
葉

の
季
節
、
足
跡
を
た
ど
ら
れ
先
人
を
し
の
び
感
動
を
新
た
に
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
大
石

昭
爾
）

三松三朗館長

右に昭和新山、左に洞爺湖。８月 日は雨でした
が晴天下の美しさはさぞや…‖有珠山ロープウェ
イの山頂駅わきの「洞爺湖展望台」から

白煙を上げる昭和新山。山頂が赤いのは土壌がマ
グマの熱と酸化で煉瓦状になったため。三松正夫
記念館前の景観で、壮瞥郵便局は新山の向こう側

道
立
昭
和
新
山
資
料
展
示
館
で
ご
覧
に
な
る
両
陛
下
。

左
か
ら
３
人
目
が
三
松
正
夫
氏

昭
和
天
皇
・
香
淳
皇
后
は

大
沼
国
定
公
園
内
の
山
水
館

に
八
日
は
ご
宿
泊
、
翌
九
日

は
お
召
列
車
で
森
、
八
雲
、

長
万
部
の
国
鉄
各
駅
で
奉
迎

を
受
け
ら
れ
、
十
二
時
三
十

二
分
に
虻
田
駅

（
現
・
洞
爺
駅
）

に
お
着
き
に
な

り
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
奉

迎
を
受
け
ら
れ

た
あ
と
、
御
料

車
で
青
い
洞
爺

湖
を
俯
瞰
さ
れ

な
が
ら
壮
瞥
村

（
現
・
壮
瞥
町
）

の
道
立
昭
和
新

山
資
料
展
示
館

に
ご
到
着
。

最
初
は
湯
浅
村
長
か
ら
昭

和
新
山
の
ご
説
明
を
受
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
陛
下
は

畑
地
に
火
山
噴
火
で
忽
然
と

現
れ
た
標
高
四
〇
六
（
現
三

九
八
）
㍍
の
赤
い
山
に
興
味

を
持
た
れ
て
ご
質
問
が
多
岐

に
わ
た
っ
た
た
め
、
山
を
長

年
観
察
し
て
き
た
三
松
正
夫

氏
も
加
わ
っ
て
ご
説
明
し
た

そ
う
で
す
。

ご
満
足
さ
れ
た
陛
下
は
御

料
車
に
も
ど
ら
れ
、
午
後
一

時
三
十
二
分
に
ご
出
発
、
湖

岸
の
景
色
を
眺
め
ら
れ
、
滝

の
上
か
ら
徐
行
さ
れ
て
村
の

中
心
部
に
入
ら
れ
、
村
民
の

奉
迎
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
御
料
車
は
国
鉄

胆
振
線
の
壮
瞥
駅
前
（
廃
線

廃
駅
）
を
一
時
五
十
分
に
通

過
さ
れ
て
伊
達
町
（
現
・
伊

達
市
）
に
向
か
わ
れ
ま
し
た

【
出
典
「
壮
瞥
町
史
」
】
。

◇

三
松
氏
に
よ
り
ま
す
と
、

両
陛
下
の
ご
滞
在
は
十
五
分

ぐ
ら
い
と
の
こ
と
で
し
た

【
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
十

一
日
付
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
】。

し
か
し
、
三
松
氏
に
と
っ

て
は
日
本
学
士
院
で
の
晴
れ

の
発
表
や
第
一
回
北
海
道
文

化
賞
「
科
学
部
門
」
文
化
奨

励
賞
受
賞
の
際
で
も
味
わ
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
達
成

感
を
感
じ
た
密
度
の
濃
い
時

間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

思
い
返
せ
ば
、
昭
和
十
八

（
一
九
四
三
）
年
十
二
月
二

十
八
日
の
夕
刻
に
頻
発
地
震

を
感
知
、
三
十
三
年
前
の
明

治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年

に
遭
遇
し
た
「
有
珠
山
の
火

山
活
動
（
明
治
新
山
誕
生
）」

の
体
験
か
ら
新
し
い
活
動
と

推
測
、
観
察
活
動
を
開
始
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

三
松
氏
は
壮
瞥
郵
便
局
の

局
長
で
五
十
五
歳
、
正
規
に

火
山
学
を
学
ん
だ
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
火
山
学
者

か
ら
受
け
た
指
導
を
生
か
し

て
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
で
変
化
す

る
噴
火
活
動
を
克
明
に
記
録

し
ま
し
た
。

当
時
は
戦
時
中
で
し
た
の

で
物
不
足
な
う
え
、
戦
争
以

外
に
関
心
を
向
け
る
人
は
少

な
く
奇
異
な
目
で
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
臆
せ
ず
「
記
録
は

必
ず
後
世
に
役
立
つ
」
と
信

じ
て
行
動
さ
れ
ま
し
た
。

有
珠
山
の
火
山
活
動
は
昭

和
新
山
を
形
成
し
て
昭
和
二

十
（
一
九
四
五
）
年
九
月
二

十
日
に
終
息
し
ま
し
た
が
、

二
十
一
年
四
月
三
十
日
ま
で

に
三
松
氏
は
昭
和
新
山
誕
生

で
畑
な
ど
を
失
っ
た
農
民
ら

の
救
済
と
新
山
の
保
護
を
目

的
と
し
て
十
五
万
坪
の
民
有

地
を
買
い
取
り
ま
し
た
。
こ

の
時
も
い
ぶ
か
る
声
が
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
後
、
定
点
観
測
ス
ケ

ッ
チ
を
集
大
成
し
て
昭
和
新

山
生
成
状
況
図
を
完
成
、
東

北
大
学
の
田
中
館
秀
三
教
授

の
斡
旋
に
よ
り
昭
和
二
十
三

年
の
オ
ス
ロ
万
国
火
山
会
議

に
提
出
さ
れ
る
と
、
「
ミ
マ

ツ
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
」
と
高
く

評
価
さ
れ
た
の
で
し
た
。

◇

昭
和
天
皇
が
ご
覧
に
な
っ

た
「
道
立
昭
和
新
山
資
料
展

示
館
」
は
昭
和
二
十
七
年
九

月
に
洞
爺
湖
の
西
湖
畔
（
壮

瞥
村
の
旧
字
名
、
現
・
壮
瞥

温
泉
）
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
洞
爺
湖
運
輸
株
式
会

社
の
遊
覧
船
で
昭
和
新
山
登

山
口
桟
橋
に
着
き
、
昭
和
新

山
ま
で
山
道
を
歩
い
て
い
た

の
で
す
。

同
資
料
展
示
館
は
昭
和
四

十
二
（
一
九
六
七
）
年
十
二

月
に
壮
瞥
町
に
移
管
さ
れ
昭

和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年

三
月
二
十
九
日
に
閉
館
さ
れ

ま
し
た
。
交
通
事
情
の
変
化

な
ど
が
理
由
で
す
。

一
方
、
昭
和
四
十
四
年
六

月
一
日
に
三
松
正
夫
氏
の
縁

者
で
あ
る
三
朗
氏
が
昭
和
新

山
の
麓
・
新
山
地
区
に
あ
っ

た
㈱
昭
和
新
山
植
物
園
の
一

室
に
「
昭
和
新
山
資
料
館
」

を
開
設
し
ま
し
た
が
昭
和
六

十
一
（
一
九
八
六
）
年
十
一

月
三
十
日
に
閉
館
。
こ
れ
よ

り
少
し
離
れ
た
場
所
に
「
三

松
正
夫
記
念
館
（
昭
和
新
山

資
料
館
）
」
を
昭
和
六
十
三

年
四
月
二
十
三
日
に
開
設
、

現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

三
松
三
朗
館
長
は
「
天
覧

に
供
さ
れ
た
正
夫
の
ス
ケ
ッ

チ
や
ブ
リ
キ
製
の
昭
和
新
山

模
型
も
展
示
し
て
い
ま
す
」

と
説
明
。
昭
和
五
十
二
（
一

九
七
七
）
年
十
二
月
八
日
に

三
松
正
夫
氏
が
逝
去
さ
れ
て

か
ら
す
で
に
三
十
年
が
経
っ

て
い
ま
す
の
に
、
い
ま
だ
に

遺
品
や
精
神
が
継
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
全
国
の
三
松
正

夫
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
う
れ

し
い
限
り
で
し
ょ
う
。

記
念
館
を
出
て
徒
歩
約
五

分
の
有
珠
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

に
向
か
う
途
中
に
駐
車
場
が

あ
り
、
こ
こ
か
ら
昭
和
新
山

を
改
め
て
見
上
げ
ま
す
と
、

雨
中
の
せ
い
か
、
山
肌
か
ら

上
が
る
白
煙
は
晴
天
続
き
の

と
き
よ
り
多
そ
う
で
し
た
。

そ
ば
に
は
昭
和
新
山
生
成

五
十
年
記
念
事
業
で
立
て
ら

れ
た
、
測
量
機
を
の
ぞ
く
正

夫
氏
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
あ
り

ま
し
た
。

有
珠
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に

山
麓
駅
で
乗
る
と
わ
ず
か
六

分
で
山
頂
駅
に
。
こ
の
間
、

昭
和
新
山
を
見
下
ろ
し
、
洞

爺
湖
を
望
見
し
て
絶
景
を
堪

能
で
き
ま
す
。

山
頂
駅
か
ら
遊
歩
道
を
七

分
歩
け
ば
火
口
原
展
望
台
、

昭
和
新
山
側
を
背
に
眺
め
る

と
、
右
手
に
手
前
か
ら
大
有

珠
、
有
珠
新
山
、
小
有
珠
と

並
び
、
噴
火
湾
も
望
め
ま
す
。

登
山
装
備
を
さ
れ
て
い
る

方
は
外
輪
山
遊
歩
道
に
進
め

ま
す
が
、
装
備
の
な
い
方
は

下
山
さ
れ
て
壮
瞥
町
内
の
昭

和
新
山
鉄
橋
遺
構
公
園
や
新

山
沼
展
望
公
園
、
１
９
７
７

年
火
山
遺
構
公
園
、
洞
爺
湖

町
内
の
環
境
省
洞
爺
湖
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
洞
爺
湖
町

立
火
山
科
学
館
、
金
毘
羅
火

口
災
害
遺
構
散
策
路
、
西
山

火
山
散
策
路
を
見
学
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

壮
瞥
町
は
昭
和
新
山
国
際

雪
合
戦
、
横
綱
北
の
湖
記
念

館
で
も
有
名
で
す
が

今

地

球
温
暖
化
や
原
油
高
騰
で
人

類
の
歴
史
は
曲
が
り
角
に
差

し
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ひ
と
時
、
火
山
す
な
わ
ち
地

球
と
向
か
い
合
っ
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

洞
爺
湖
湖
畔
の
行
幸
啓
記
念
碑
。
当
時
の

展
示
館
は
こ
の
付
近
に

㊤壮瞥郵便局付近から畑越しに見た有珠山
㊦噴火で畑のなかに形成された昭和新山
（三松正夫記念館提供）


